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平成27年度社会福祉法人

邑南町社会福祉協議会事業報告
平成27年度に実施した事業について報告します。詳細について希望される方は、

「平成27年度事業報告書」の送付を行いますのでご連絡ください。（☎84-0332）(IP:050-5207-5434)

　高齢者や障がい者の意思能力や生活能力に
応じて、成年後見制度や日常生活自立支援事
業を活用し、財産管理や身上監護を中心とす
る権利擁護サービスを提供し、住み慣れた地
域で安心して暮らせるよう支援することを目
的として事業を行った。
日常生活自立支援事業
　新規契約件数� 2件
　年度末契約件数� 12件
法人成年後見業務
　法定後見受任件数� 16件
　　〔内訳：後見９件･保佐６件･補助１件〕
　制度に関する相談・手続き支援
　　延べ相談件数� 1,021件
　　手続き支援件数� 8件
町民後見人養成講座の開催� 受講生 24名
成年後見制度に関する「講演会」と「シンポジウム」の開催
� 参加者　65名

夏休み施設ボランティア体験
（対象：小学５・６年生と中学生）� 180人
おおなんサマボラ・リーダー研修
（対象：小学４・５・６年生）� 27人

福祉系大学等実習生受け入れ� 1名（24日）

スポーツ少年団助成事業
活動物品の助成� 町内５スポーツ少年団

新生児誕生祝い品の贈呈事業　　　　　68人

　皆さまのご協力による会費・寄付金等を財
源に様々な地域福祉推進事業を実施。
一般会費� 2,969,600円
特別会費� 19件  　115,000円
香典返し寄付金　　　　  175件� 6,020,000円
一般寄付金　　　　　　　25件� 1,794,748円

各種専門相談会の開催
一般相談〔職員対応〕� 98件
法律相談〔弁護士〕〔司法書士〕� 12回
教育相談〔教育関係者〕� 2回
女性相談〔あすてらす女性相談員〕�  1回
主な相談内容　 
　相続問題・後継者問題・家庭内問題・
　金銭関係問題・土地境界問題・
　障がい者問題・教育問題・福祉機器 ほか

相談件数� 18件

ひとり一品運動の実施　 
寄付者� 20名
寄贈物品� 米、麺類、調味料ほか
提供回数� ６件

あいサポーター運動の推進
　「障がいの特性を知り・理解を深めること」
を目的として、地域住民や障がい者施設の職
員・利用者を対象にあいサポーター研修会を
開催。
� 受講生 155名
高齢者等外出支援事業� 提供回数 207回
知的障がい者当事者会支援事業
� 開催回数　5回

　香典返し寄付金を財源に新盆を迎えられる
世帯にお供え（線香、ローソクセット）を配布。
� 219件

　邑南町内で発生した災害（火災）に対して、
災害たすけあい募金規程により義援金の取り
まとめを実施。
　　被災件数� 2件
　　義援金総額� 2,108,250円

権利擁護センター事業

児童・青少年福祉推進事業

会費・寄付金事業

総合相談事業

生活困窮者自立相談支援事業

障がい者福祉推進事業

新盆お供え配布事業

災害（火災）援助事業
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　60歳以上の一人暮らし高齢者、高齢者夫婦
世帯等で、独立して生活することに不安のあ
る方に介護支援・居住・交流機能を総合的に
提供し、安心して健康で明るい生活が送られ
るよう支援した。
　Ｈ27年度入所５名
　Ｈ27年度退所５名� 居住15室（17名）定員

通所型介護予防事業〔交流型〕
羽須美地域　　　　　 延べ利用者数� 523人
瑞穂地域　　　　　　 延べ利用者数�1,588人
石見地域　　　　　　 延べ利用者数�1,210人
通所型介護予防事業〔総合型〕
羽須美地域　　　　　 延べ利用者数� 191人
瑞穂地域　　　　　　 延べ利用者数� 323人
石見地域　　　　　　 延べ利用者数� 499人
訪問給食サービス事業　
羽須美地域　　　　　 　　　配食数�3,697食
瑞穂地域　　　　　　 　　　配食数�3,692食
石見地域　　　　　　 　　　配食数�4,839食

居宅介護支援事業〔ケアマネージャー〕
東部サービスセンター�延べ利用者数 1,956人
西部サービスセンター�延べ利用者数 2,112人
訪問介護事業〔ヘルパー〕
東部サービスセンター�延べ利用者数 3,437人
西部サービスセンター�延べ利用者数 8,241人
通所介護事業〔デイサービス〕
東部サービスセンター�延べ利用者数 5,618人
西部サービスセンター�延べ利用者数 6,778人
訪問看護事業
西部サービスセンター�延べ利用者数 1,992人
福祉用具貸与事業
� 延べ利用者数 2,617人

　11地区社協を中心として「いきいきサロン」
開催。
� 開催回数171回　参加人数4,577人

地域子育てサロン事業
� 24回　延べ利用者数258人
� 〔瑞穂12回129人･石見12回129人〕

　一人暮らし高齢者を対象として、地域福祉
サポーター養成講座修了生（優友サポーター）
の協力を得て支援活動を実施した。
活動内容
話し相手、軽易な家庭の修繕、日用品・食品
等買い物、掃除
派遣回数� 延べ利用者数　 44名
� 延べ支援者数　 43名
� 延べ支援回数　114回

敬老の日配分事業
85歳の方長寿祝� 173人
一人暮らし高齢者支援事業　　　
交流会等の開催 延べ参加者数� 262人
難聴対策チャイム設置事業
新規設置数� 5件

生活福祉資金事業
継続取扱件数� 46件
�〔教育支援費20件・就学支援費21件・福祉費３件・
　 療養介護等資金１件・緊急小口資金 1件〕
民生融金事業�
新規貸付件数� 2件

会員数�  96人
請負件数� 674件
請負金額� 10,954,000円

新規採用奨学生� 2人
　　〔大学１人・専門学校１人〕
継続奨学生� 46人

「邑南町ボランティアの日」の環境美化活動
� 参加者数　296人
ボランティア団体への活動資金の助成事業
� 17団体

生活支援ハウス運営事業

介護予防・生活支援事業

介護保険事業

いきいきサロン開催の状況
子育て支援事業
（地域ボランティアグループでの取組み）

地域福祉サポーター派遣活動（優友活動）

高齢者福祉推進事業

生活支援事業

シルバー人材センター事業 おおなん奨学資金事業

ボランティアセンター事業
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 法人全体『収入』 � 613,121,794円

 法人全体『支出』� 613,121,794円

■事業費	 114,331,913
　内訳❷社協事業拠点区分	 56,794,804
　　　❸障がい者支援事業拠点区分	 454,230
　　　❹老人事業拠点区分	 31,890,321
　　　❺公益事業拠点区分	 25,192,558

■その他の支出	 13,585,376
　内訳❶法人運営事業拠点区分� 790,935
　　　❷社協事業拠点区分	 4,230,421
　　　❹老人事業拠点区分	 7,714,100
　　　❺公益事業拠点区分	 849,920

■事務費	 6,014,779
　内訳❶法人運営事業拠点区分	 3,777,432
　　　❷社協事業拠点区分	 924,973
　　　❸障がい者支援事業拠点区分	 28,000
　　　❹老人事業拠点区分	 1,085,544
　　　❺公益事業拠点区分	 198,830

■人件費	 279,518,452
　内訳❶法人運営事業拠点区分	 25,101,139
　　　❷社協事業拠点区分	 55,797,758
　　　❸障がい者支援事業拠点区分	9,558,690
　　　❹老人事業拠点区分	 175,088,479
　　　❺公益事業拠点区分	 13,972,386

平 成
27年度決算

平成27年度の決算が、理事会（平成28年5月25日）、評議員会（平成28年5月30日）で、承認されました。

■会費・寄付金収入	 13,131,598
　内訳❷社協事業拠点区分	 13,021,098
　　　❺公益事業拠点区分� 110,500

■償還金・その他の収入	 12,621,910
　内訳❶法人運営事業拠点区分	 2,593,816
　　　❷社協事業拠点区分	 9,261,726
　　　❸障がい者支援事業拠点区分	 6,380
　　　❹老人事業拠点区分	 696,629
　　　❺公益事業拠点区分	 63,359

■繰越金収入	 201,955,152
　内訳❶法人運営事業拠点区分	 3,430,604
　　　❷社協事業拠点区分	 55,042,340
　　　❸障がい者支援事業拠点区分	 695,014
　　　❹老人事業拠点区分	 118,000,480
　　　❺公益事業拠点区分	 24,786,714

■繰越金支出� 199,671,274
　内訳❶法人運営事業拠点区分� 2,811,914
　　　❷社協事業拠点区分� 49,399,108
　　　❸障がい者支援事業拠点区分� 670,664
　　　❹老人事業拠点区分� 122,368,045
　　　❺公益事業拠点区分� 24,421,543

■介護保険収入� 229,492,729
　内訳❹老人事業拠点区分	 208,260,527
　　　❺公益事業拠点区分	 21,232,202

■事業・負担金収入	 36,147,050
　内訳❷社協事業拠点区分	 6,840,286
　　　❸障がい者支援事業拠点区分	9,024,590
　　　❹老人事業拠点区分	 6,186,712
　　　❺公益事業拠点区分	 14,095,462

■補助・委託金収入	 114,485,563
　内訳❶法人運営事業拠点区分	 24,590,000
　　　❷社協事業拠点区分	 78,993,822
　　　❸障がい者支援事業拠点区分	 985,600
　　　❹老人事業拠点区分	 5,635,141
　　　❺公益事業拠点区分	 4,281,000

■共同募金配分金収入	 5,287,792
　内訳❷社協事業拠点区分	 5,287,792

会費・寄付金収入
13,131,598

共同募金
配分金収入
5,287,792

補助・
委託金収入
114,485,563

人件費
279,518,452

事業費
114,331,913

介護保険収入
229,492,729

事業・
負担金収入
36,147,050

償還金・その他の
収入
12,621,910

繰越金収入
201,955,152

繰越金支出
199,671,274

その他の
支出
13,585,376

事務費　6,014,779

 （1）社会福祉事業（５４８，４８６，５５７円）
❶ 法人運営事業拠点区分 ・ 軽度生活支援ハウス事業サービス区分 ❹ 老人事業拠点区分
・ 法人運営サービス区分 ・ 資金貸与事業サービス区分 ・ 居宅介護等事業サービス区分

・ 生活福祉資金貸与事業サービス区分 ・ デイサービス事業サービス区分
❷ 社協事業拠点区分 ・ 福祉基金事業サービス区分 ・ 訪問看護事業サービス区分
・ 地域福祉推進サービス区分 ・ 居宅介護支援事業サービス区分
・ 高齢者支援事業サービス区分 ❸ 障がい者支援事業拠点区分  （2）公益事業（６４，６３５，２３７円）
・ ボランティアセンターサービス事業区分 ・ 障がい者デイサービス事業サービス区分 ❺ 公益事業拠点区分
・ 介護予防生活支援事業サービス区分 ・ 障がい者訪問介護事業サービス区分 ・ 福祉用具貸与事業サービス区分
・ 共同募金配分金事業サービス区分 ・ 障がい者移送サービス事業サービス区分 ・ シルバー人材センター事業サービス区分
・ 権利擁護事業サービス区分 ・ 祭壇運営事業サービス区分

法人全体収入
613,121,794円

〈内訳〉
⑴社会福祉事業　548,486,557

⑵公益事業　64,635,237

（単位：円）

法人全体支出
613,121,794円

〈内訳〉
⑴社会福祉事業　548,486,557

⑵公益事業　64,635,237
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この法律に関する相談窓口

障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律

「障害者差別解消法」ができました。
　今年４月に、障害のある人への差別をなくすことで、障害のある人もない人も共に生き
る社会をつくることを目ざした法律「障害者差別解消法」がスタートしました。
　この法律には、一般の企業や店舗などでは、障がいを理由に、
①「不当な差別的取扱い」をしてはいけないこと、②必要かつ「合理的な配慮の提供」を
するように努力しければならないことが定められています。地域で暮らすひとりひとりが
この法律を正しく理解し、障害のある人もない人も、お互いに、その人らしさを認め合い
ながら、誰もが安心して暮らせる地域づくりの推進に努めましょう。

　邑南町では、地域で生活する障害者の方の多
様なニーズに身近で対応できるように、身体・
知的障害者相談員の方を配置されています。障
害者の方やそのご家族の方など、日常生活を送
る上での様々な相談に応じていただけます。秘
密は固く守られますので安心してご相談くださ
い。

役場福祉課� ℡９５－１１１５
社会福祉協議会� ℡８４－０３３２

①「不当な差別的取扱い」とは
例えば、
「障害がある」という理由だけでスポーツク
ラブに入れないこと、アパートを貸してもら
えないこと、車いすだからと言ってお店に入
れないことなどは、障害のない人と違う扱い
を受けているので「不当な差別的取扱い」で
あると考えられます。ただし、他に方法が無
い場合などは、「不当な差別的取扱い」にな
らないこともあります。

②「合理的配慮の提供」とは
例えば、
聴覚障害のある人に声だけで話す、
視覚障害のある人に書類を渡すだけ
で読みあげない、知的障害のある人
にわかりやすく説明しないことは、
障害のない人にはきちんと情報を伝
えているのに、障害のある人には情
報を伝えていないことになります。
障害のある人が困っているときにそ
の人の障害にあった必要な工夫やや
り方を相手に伝えて、それを相手に
してもらうことを合理的配慮といい
ます。障害者差別解消法では、役所
や会社・お店などが、障害のある人
に「合理的配慮をしないこと」も差
別となります。

お店に入ろうとしたら車いす
を利用していることが理由で
断られた。

役所の会議に呼ば
れたので、わかり
やすく説明してく
れる人が必要だと
伝えていたが、用
意 し て も ら え な
かった。

身体障害者相談員
杉本不二雄 さん（雪田）

障害者差別解消法に関する詳細は「内閣府ホームページ」ttp://www8.cao.co.jp/shougai/index.htmlをご覧ください。

知的障害者相談員
宮本　武 さん（井原）

相談員さんの交代のお知らせ
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本部たより

介護予防事業

新たな顔ぶれ

社会福祉法人邑南町社会福祉協議会 
本部　事務局長　上田　実

邑南町高見485番地1／TEL84-0332

　介護予防事業で４月７
日～15日の６日間、羽須
美地区（川角集落）の花
桃見学に出かけました。
　「天国に一番近い里」
～桃源郷～は、平成18年
に花桃の植樹が始まり平
成24年から花桃祭りが開
催され、翌年には島根県
景観大賞を受賞されてい
ます。標高350メートル
の「天国に一番近い里」
には今年も赤と白の花桃
と、黄色の菜の花、棚田
の名残を残す緑の休耕田
のコントラストは見事
で、少し寒さを感じなが
らも素晴らしい景色に感
動したとみなさんとても
喜んでおられました。

　平成28年３月30日に開催した評
議員会において、邑南町社会福祉
協議会の新たな役員として、瑞穂
地域の日高輝和氏（副町長）、大
矢澄男氏の２名の方が選任・就任
されました。また、日高輝和理事
については４月１日付にて常務理
事に就任されました。

花桃見学
季節を感じながら交流しました!

役員さん（理事・監事）の交代がありました

瑞穂地域
理事　日高　輝和 氏（副町長）

瑞穂地域
監事　大屋　澄男 氏
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 ７月

７月 行　　　事 開 催 場 所
1 金 肝炎･エイズ相談･検査 県央保健所9時半～11時
2 土 瑞穂地域子育てサロン 元気館10時～11時半
3 日
4 月
5 火 矢上地域子育てサロン 矢上公民館 10時～12時
6 水
7 木 社協なんでも相談 社協各サービスセンター
8 金 思春期こころの健康相談 県央保健所13時半～15時半
9 土
10 日
11 月
12 火
13 水
14 木 社協なんでも相談 社協各サービスセンター

15 金
こころの健康相談 県央保健所13時半～15時半
肝炎･エイズ相談･検査 県央保健所9時半～11時

16 土
17 日
18 月 海の日
19 火
20 水
21 木 社協なんでも相談 社協各サービスセンター
22 金
23 土 法律相談 西部サービスセンター
24 日
25 月
26 火
27 水
28 木 社協なんでも相談 社協各サービスセンター
29 金
30 土
31 日

各種相談会に関するお問合せ先
※日程等が変更になることもあります。事前の予約が必要です。

思春期こころの健康相談・こころの健康相談
県央保健所窓口　☎0854-84-9823

エイズ・肝炎相談・検査
県央保健所窓口　☎0854-84-9826

法律相談会のご案内
　開催日：7月23日㈯ 10時～
　場　所：社協 西部サービスセンター
　　　　　（旧石見保健センター）
　弁護士：南　秀樹 弁護士
　申込先：社会福祉協議会

℡84-0332まで

お知らせカレンダー

開催日：8月20日㈯・21日㈰
場　所：瑞穂小学校通級指導教室
　　　　瑞穂中学校通級指導教室
相談員：原  広治氏／小寺正登氏
申込先：
　瑞穂小学校通級指導教室（直通）☎83-0109
　瑞穂中学校通級指導教室（直通）☎83-2151
申込締切：7月20日（水）まで

教育相談会のご案内

　社会福祉協議会では、瑞穂小学校・
瑞穂中学校の通級指導教室と連携し
て、教育相談を開催します。

●対象
　小学生・中学生・高校生と幼児、及
びその保護者・先生
●内容
  ことばの発達が気になる、ことばが
はっきりしない・つまる・発音が気に
なる、聞こえているのか気になる、コ
ミュニケーションが上手くいかない、
感情のコントロールが難しい、集団行
動が取りにくい、特定の学習が極端に
難しい、場の空気が読みにくく、場に
合わない発言が多い、学校に行きにく
いなど。
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多
く
の
方
か
ら
、
心
温
ま
る
寄
付

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
寄
付

金
に
つ
き
ま
し
て
は
、高
齢
者
福
祉
、

障
が
い
者
福
祉
、
児
童
福
祉
推
進
事

業
を
は
じ
め
と
し
、
地
域
福
祉
推
進

（
地
区
社
協
へ
の
助
成
等
）
の
組
織

化
及
び
活
動
の
貴
重
な
財
源
と
し
て

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
28
年
５
月

　社協では、ボランティアさんの協力を得て配食
サービスのお弁当に月一度、絵手紙を添えてお届
けしています。
　毎月はがきには季節を感じさせる絵と真心が込
められた優しいメッセージが添えられています。

今月の絵手紙

協力ボランティアグループ 「高原絵手紙文通サークル」

一
般
寄
付
物
品

一
般
寄
付
物
品

第12回邑南町チャリティ

神楽大会開催します!
開催
日時

開催
場所

6月25日（土）18時開演

皆さんのお越しをお待ちしています!

羽須美体育館

午後６時までにお越しの先着50名様に
バザー券を進呈いたします。

出 

演 

団 
体

口羽神楽団	 胴の口	 18:00～
日和大元神楽団	 大江山	 18:35～
吉原大元神楽団	 四剣	 19:15～
高原神楽団	 葛城山	 20:10～
田所神楽保存会	 天神	 20:50～
雪田神楽団	 藤掛城	 21:30～
口羽神楽団	 伊吹山	 22:10～

　
先
般
の
家
屋
火
災
で
は
大
変
な

ご
心
配
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し

ま
し
た
こ
と
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
先
日
は
社
会
福

祉
協
議
会
を
通
じ
、
過
分
な
見
舞

金
を
戴
き
誠
に
有
難
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厚
く
お
礼

を
申
し
上
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す
。
一
軒
一
軒
お

伺
い
し
お
礼
を
申
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げ
る
の
が

本
意
で
は
ご
ざ
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す
が
、
本
紙

面
を
お
借
り
し
て
お
礼
の
御
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
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ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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